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【２ページの内容】                           【３ページの内容】 

 ○活動報告① ～ 平成 19年度介護福祉士実技国家試験準備講習会        ～『社団法人長野県介護福祉士会設立５周年記念』に参加して～ 

全４回報告～  ～初任者研修に参加して～                  【４ページの内容】 

【３ページの内容】                              ○研修会のご案内 ～「ＡＥＤを知ろう！」～ 

 ○活動報告② ～『事例を通した介護過程の展開』に参加して～        ○現在の会員数     ○編集後記 
 

                                     

 

 

 
 

年の瀬も迫り、慌しい日々となってまいりました。仕事に、 

プライベートに皆さんも忙しい日々を送られていることと思い 

ます。 

 私の施設でも、今年最後の大イベントとして利用者の方全員 

(２５名です)と東京ディズニーランドへ行ってきました。 

みんなウキウキワクワクです。（職員はハラハラドキドキでした 

が。）知的障害の方とは何度も訪れたことはありましたが、今回 

身体障害の方も一緒で、私としても初めての経験でした。予想していた通り車椅子では動きづらいものですね。

混み具合にもよるのでしょうが、天気もバッチリで思うように身動きが取れないほどでした。この日はほかに

も障害者の方が多く、車椅子の方やベビーカー軍団があふれていました。 

 プライベートの時はあまり周囲に気を配るなどというのはしてこなかったのに、反対の立場になると「もう

少し注意してくれるといいのになあ」と都合のいいことばかり考えてしまいます。混雑した中では、車椅子に

気づかずつまずいて転倒しそうになる方が何人も出るなど、そんな危険な場面もありました。（たいてい後ろ

向きで歩いていましたけれど。）混み合った中では、どんな場合も危険なのかもしれませんけれど・・・ 

 ゲストアシスタントカードというものを知っていますか？最近私も知ったのですが、移乗移動に困難な方、

待機中に気分が悪くなりやすい方などのために誘導等してもらえるものです。このカードを使うと他のお客様

に迷惑をかけず、自分も楽しむことができるのです。このカードを使わなくてもスタッフが機転を利かせフォ

ローしてくれたり、さっと救いの手を伸ばしてくれたり大変助かりました。みなさん対応がとてもよく出来て

いるので感心してしまいます。ランド内のスタッフはほとんどがアルバイトです。車椅子の使い方や介助の仕

方など皆さん勉強されているのでしょうが、反対に私たちが学ばされることがあります。受ける側が安心して

お願いできる状況を作ること、作れること。これが一番なのではないかと思いました。素敵な笑顔もその一つ

でしょうね。 

 そんな彼らにも負けない介護福祉士のみなさん、笑顔で来年を迎えましょう。 

 それでは良いお年を・・・ 

群馬県介護福祉士会 会長 高木 順子 

● 会長あいさつ ● 
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～ 平成 19 年度 介護福祉士実技国家試験準備講習会 全４回報告 ～ 
 

 

○第１回   9 月 15 日 内容： 実技試験のチェックポイント・コミュニケーション 

（参加者 26 名） 

○第２回  10 月 13 日 内容： 移動等の介護  

（参加者 26 名） 

○第３回 11 月 10 日 内容： 排泄の介護・衣服の着脱  

（参加者 27 名） 

○第４回 12 月 8 日  内容： 食事の介護・模擬試験  

（参加者 23 名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 初任者研修に参加して ～ 
 

西毛支部 友野 初恵 

専門職として「これでいい」ではなく「どんな支援が必要なのか」に方向性を正していただいた３日間で

した。先生方の体験談から、新しい知識の習得や介護職のあり方を学び、同時に今までの介護技術を確認し

あう大事な研修に参加できて良かったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 活動報告① ● 

平成１９年度 介護福祉士実技国家試験準備講習会の全

日程を終了しました。初日は受講生の表情からも、試験そ

のものへの、不安や緊張が読み取れましたが、講義・演習

が進むにつれ、試験そのものよりも、具体的な個々の課題

が、イメージできたように感じられました。今回の講習を

現場で実践していくことが、何より大切であると、参加者

の多くが感じとることができたのではないでしょうか。 

 

＊この初任者研修は、生涯学習制度の中で、資格取得後の最初の研修で、介護福祉士としての基本的な資質向上を目

的に、日本介護福祉士会が作成したテキストに添って講習会が行なわれます。初任者研修を受講することで、次年度

から計画している｢ファーストステップ研修｣へとつながって行く生涯学習制度研修の窓口の研修です。 

 

障害研修制度 

の対象研修会 

です。 
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～『事例を通した介護過程の展開』に参加して～ 
 

桂  義倫 
 

介護福祉士会に入会して、初めて研修会に参加させていただきました。本当に今ほしかったものを教えてい

ただいたと思います。現在私の働いている施設では、まだまだ介護職同士での個別ケアカンファレンスを行っ

ていない状態で、とても良い指針となると思います。 

講師の皆様にはお忙しい中、時間を割いていただきありがとうございました。 

時間が許す限り、他の研修にも是非参加させていただきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～『社団法人長野県介護福祉士会設立５周年記念』に参加して～ 
 

 群馬県介護福祉士会 理事 東毛支部長 和田 通 

 

記念式典は軽井沢プリンスホテルで盛大に開催されました。長野県社会部長寿福祉課長 吉澤猛氏 

軽井沢町長佐藤雅義氏初め２０団体の方々が来賓として参加されていました。２００２年（平成１４

年）７月４日に当時会長上村富江氏の元で社団法人設立認可がなされ、当時から数々の問題を解決す

るにあたり功績者の方の表彰式がありました。その中の一人として、設立に関する法的問題処理及び

県当局との折衝等に司法書士として山下高広氏を理事に迎え、この大事業が成し遂げられたともご紹

介がありました。社団法人化は大変な事業であることを改めて実感いたしました。２００７年度９月

末の会員数 2,532 人で支部組織は４地区（東信・北信・中信・南信）である。式典閉会後、高木順

子会長と島田洋七氏「老後、笑顔で生きんしゃい！」の講演会で楽しい一時を送り、祝賀会に参加い

たしました。いよいよ本来の会員のための５周年記念祝賀会でおおいに盛り上がりました。各支部か

ら余興が飛び出し、フィナーレは美空ひばりの「川の流れのように」全員で合唱して終了いたしまし

た。活気のある長野県介護福祉士会だと感じました。 

 

（３） 

 

● 活動報告② ● 

＊この研修は、当会研修委員会が主体となって行う介護の専門性を考えた実技系講習会の一環で、介護のプロと

してスキルアップが出来るように事例を通して介護技術・演習（アセスメントから記録まで）を中心に広く県内

で働く介護福祉士の皆様に、介護の質の向上につなげていただけるように、主任指導者・指導者による講習会を

開催しています。 



 

群馬県介護福祉士会の会員数は、 
 

『６１６名（＋１３名）』です。 
【平成 19 年 11 月末現在】 

会員募集中・詳しくは・・・。 
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○日 時  平成２０年１月１９日（土）午後２時～５時 

○場 所  太田医療技術専門学校 ２号館 救急救命学科実習室 

○内 容  第１部 救急救命における AED（自動体外式除細動器）の有効性 

             太田医療技術専門学校 救急救命学科 

               学科長 稲村 秀夫 先生  

第２部 演習プログラム 

①ＡＥＤの使用方法 

②シナリオに応じた一次救命処置 

○定 員   ２５名 

○参加費   無料 

○申込み締切 平成２０年１月１８日（金） 

○問合せ先  学校法人太田アカデミー太田医療技術専門学校内 

          群馬県介護福祉士会東毛支部事務局 和田 通 

TEL ０２７６－２５－２４１４ FAX ０２７６－２５－２４４１ 

○その他 ・実習を行いますので、動きやすい格好でご参加下さい。 

・受講希望の方は、別の受講申込書にてお申し込みください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 

■編集後記 

 

みなさんは、体調大丈夫ですか？ 

 

毎年のことですが、この時期は忘年会シーズン

で、立て続けにお酒を飲む機会が多くなり、体調

を崩されてしまう方も多いと思います。 

私も例外ではなく、今年も１２月に入ってから既に

数件の忘年会に参加させていただきました。 

この一年を振り返ると、何だか嫌なニュースばかり

が流れていた暗い一年だったと思います。 

そんな中、我が群馬県介護福祉士会では、今年も

研修会や懇親会等、様々な取り組みがなされました。

そして来年はいよいよ全国大会が群馬県で開催され

ます。この調子で有意義な大会になるよう、自分も大

いに期待したいと思っています。 

 

（編集 広報委員：富澤） 

 

現在の会員数 

● 研修会のご案内 ● 

４支部共通研修 ～「ＡＥＤを知ろう！」～ 

この研修では、生涯研修ポイント「２ポイント」取得できます 


